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l ｢重症心身障害児の発達と教育 l｣



















































































































































表1. ビデ オ 教 材 の 7 E]- チ ャー ト
VTRの構成 内 容 の 説 明









































⑤ライトの持続光 .点滅光を子どもの正面 .左 .右 .上か
⑦ 姿勢及び身体(辛 ら星示し､それぞれの視覚刺激に対する行動を観察してい
を含む)の動き行動上の所見のまとめ る場面























































































































































































































































































































































































させる (感覚 ･運動機能を中心に)0(2)以上の行 では､実際のVTR画面の時系列にそって､各
動観察から､対象児-の指導目標を考えさせる｡ パートの内容を説明する｡
(3)その指導目標に対応させて実際の指導方法 (宿
表2. ビ デ オ 画 面 の 7 日 - チ ャー ト
VTRの構成 内 容 の 説 明





































VTRの構成 内 容 の 説 明
で､ある指導目標を明確な理由づけのもとで選択できる力
を身につける必要があろうo
⑤ ｢手の運動に多様な方向性をも ⑤ ｢感覚と手の協応｣と｢手の運動の多様な方向性｣とは相
たせる｣には､手にどんな働きをも 互に関連しあっているoつまり､手の運動に多様な方向性









どんな活動を考えますか?1討 論 ! こでは､ ｢つかむ｣ ｢引きよせる｣ ｢押す｣等の機能を取り挙げたが､これらを含めて多様な機能を考えられるよう.
意見をだしあおうI になることをねらいとしているo(笥ここでいう活動とは､学習場面 .教材 .教具 .手順など









指 導 場 面 l 引き出していくことが重要となるとこの対象児は他者の｢手｣に関心を示し､手を伸ばすことから､手袋を利用し
て提示板のさまざまな位置に手袋を置き､手でとらせる学
l⑨｢物に手を出し､押す｣ことの指導のために､あなたはどんな活 習やスライディングブロックを用いた学習を行っているo(9｢押す｣や ｢はなす｣などの学習は ｢引く｣ ｢つかむ｣
動を考えますか? などの学習よりも困難だと考えられているOこれは､.A｢つ
-討 l 論 , かむ｣ ｢引く｣は事物を手に入れる過程で必要な活姦i:.あり､その結果も触覚などの原初的な感覚によっても十分確
意見をだしあおう 認しうること､そして､その後 ｢ふる｣ ｢たたく｣等の活
fl 指 導 場 面 1 動を展開しうることから自己の行動を意味づけることが容易となるが､ ｢押す｣ ｢ほなす｣はそうした確認や意味づ
けが困難であることによると思われるo実際､教育現場で




お わ リ に
重症心身障害児の教育は歴史的にも浅 く､まだ
大系的 ･組織的な教育方法が確立しているわけで
はない｡今回作成したビデオの素材となった教育
実践もけっしてモデルとして位置づけられるよう
なものではない｡しかし､場面ごとに教師が何を
観察し､どう工夫していったかという点について
は､十分教材たりえるものである｡学生はこうし
た工夫をこそ学ばなければならない｡教師教育の
なかで重要な点は､こうした実践場面における意
思決定-の援助であろう｡はじめて重症心身障害
児と接した学生はただおろおろするはか りでいっ
たいどこから手をつけてよいかわからず困惑して
しまうのが常であるOビデオ教材を用いてこうし
た体験を教室の中で リアルに再現し､実際に担当
教師になったつもりで教育方法を集団的に討議し
ていくことは､未来の教師の実践的力量形成の上
できわめて有効と思われる｡
(1990.1.18受理)
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